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１．はじめに

　　信濃川右岸長岡市西蔵王地区の堤防は、コンクリートで造られた特殊堤防である。昭和３７年の
　設置から５０年近く経過し、老朽化が顕著となっている。
　　そのため本工事は、同地区に築堤と低水護岸を設置するものである。
    本工事８０ｍ下流には、北越紀州製紙の取水塔があり工事における濁水対策に対する取り組み
　について報告するものである。
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２．工事概要

　　工事場所：新潟県長岡市西蔵王地内

　　工　　期：平成２１年１０月３０日
　　　　　　～平成２２年　７月３１日

　　工事内容：築堤護岸工事（低水護岸）

　　河川土工　　 掘削　40,800m3
盛土　24,900m3

　　護岸基礎工　　鋼矢板　ⅤL　L=14.000ｍ
370枚

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ笠ｺﾝｸﾘｰﾄ 175ｍ
　　法覆護岸工　　法留基礎ﾌﾞﾛｯｸ 172ｍ

連結ブロック 2,337m2
RC杭 24本

　　護岸付属物工 小口止・隔壁 12箇所
羽口工 1式
仮水路工 1式

　　根固め工 袋詰め玉石(4t) 1,061袋
　　構造物撤去工 1式
　　仮設工 1式
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３．工事における汚濁水拡散防止対策について

対策１．汚濁水拡散防止フェンスの設置

汚濁水拡散防止フェンス設置計画図

①　北越紀州製紙取水塔の周りに汚濁水拡散防止フェンス設置し、取水口より汚濁水の流入を
　を防ぐ。（写真１）

②　汚濁水発生源[鋼矢板圧入箇所（WJ併用）、掘削箇所]より汚濁水が拡散しないように発生源
　付近に汚濁水拡散防止フェンスをそれぞれ圧入箇所は20.0m（写真２）、掘削箇所は80.0mを
　（写真３）を設置した。

（写真２）
鋼矢板圧入箇所

（写真１）北越製紙取水塔

北越紀州製紙取水塔汚濁水拡散防止フェンス　完了全景
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（写真３）　掘削箇所

対策２　濁度計による常時水質管理

①　北越紀州製紙取水塔に自動記録濁度計を設置し、濁度が一定以上（50PPｍ以上）となった場合
　に警報装置が作動するようになっている。

　警報装置は黄色の回転灯と携帯電話で職員に連絡がくるようになっている。

②　濁度警報値は、北越紀州製紙の工場内に設置してある濁度計とキャリブレーションを行い、北越
　紀州製紙が自社で定めている基準値（150PPｍ以上）と取水塔に設置した濁度計の警報値が共有で
　きるように管理を行った。

③　今回の濁度の平均値は8PPｍ、最大値40PPｍ[仮桟橋H鋼杭打込時（WJ併用工法）]、規定外の濁度
　の発生はなかった。

汚濁水拡散防止フェンス　完了全景
汚濁水拡散防止フェンス　外側

汚濁水拡散防止フェンス　内側
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対策３　北越紀州製紙施設課との打ち合わせ

①　北越紀州製紙と打ち合わせを行い、濁水が警報値以上の場合と、油類の流出時の緊急時の連絡先
　を作成し提出した。

②　北越紀州製紙施設課と[本工事では毎週木曜日]次週の作業内容の打ち合わせを行った。

　　打ち合わせ内容としては、どのような作業内容で濁水は出るか・否か、濁水が流出した場合の対
　処方法などを週毎に打ち合わせを行った。

　　北越紀州製紙担当者は、施設課の技術者ではあるが、土木工事の技術者ではないため作業内容等
　わかりやすく説明を行い、工事への協力をお願いした。

４．まとめ

　　上記対策結果であるが、

　１．汚濁水拡散防止フェンス設置は、水流の速い場所では多少のカーテンのめくれが見られ、
　　又、細かい土粒子流出は見られたが効果があったと考える。
　
　２．濁度計についても工事期間中における濁度を常時測定することが出来、効果があったと考え
　　る。北越紀州製紙からの通報があってからの対応では対応が遅くなりかねない。
　　　留意点としては、北越紀州製紙の濁度計と現場に設置した濁度計のキャリブレーションを
　　行うことである。

　３．打ち合わせに関しては、次週の工事内容を説明することで、事前に北越紀州製紙側も対応
　　できる点があるので、工事の作業内容の説明を行い理解を得ることが大切である。

　　最後になりましたが工事を無事故で完成しましたことは、長岡出張所、信濃川河川事務所の
　監督職員方々、北越紀州製紙の方々、及び施工に携わった協力業者の方々に感謝します。


